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「
お
た
が
い
さ
ま
」の
　

ま
ち
づ
く
り
へ

　
　
～
ケ
ア
ネ
ッ
ト
活
動
の
現
場
最
前
線
か
ら
～

　

富
山
県
で
は
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
を
め
ざ
し
て
、

地
域
総
合
福
祉
推
進
事
業
（
通
称
「
ケ
ア
ネ
ッ
ト
活
動
」
）
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

射
水
市
で
は
、
市
内
全
27
の
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
市
内
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
ケ
ア
ネ
ッ
ト
活
動
の
現
場
最
前
線
か
ら
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

ケ
ア
ネ
ッ
ト
活
動
っ
て

な
ぁ
に
？

だ
れ
が
対
象
な
の
？

●
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

●
高
齢
者
の
み
の
世
帯

●
日
中
、
一
人
で
過
ご
す
高
齢
者

●
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
方

●
母
子
・
父
子
・
子
育
て
世
帯

　

な
ど

だ
れ
が
活
動
を
す
る
の
？

　

支
援
を
必
要
と
す
る
方
の
近
隣

住
民
の
方
々
で
す
。
自
治
会
・
町

内
会
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
な

ど
、
複
数
人
の
チ
ー
ム
で
支
援
し

ま
す
。

自
治
会
と
連
携
し
た
チ
ー
ム
支
援

　

は
じ
め
に
ご
紹
介
す
る
の
は
、
ケ
ア
ネ
ッ
ト
チ
ー
ム
員
数
が
市
内
最
多
の
七
美
社
会
福
祉
協

議
会
の
取
り
組
み
で
す
。
会
長
の
中
川
由
紀
子
さ
ん
に
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

七
美
社
協
に
は
、『
地
域
福
祉
推
進
員
』
と
い
う
役
職
が

あ
り
ま
す
。
各
自
治
会
か
ら
５
名
ず
つ
推
薦
さ
れ
た
方
々
が

地
域
福
祉
推
進
員
と
し
て
、
ケ
ア
ネ
ッ
ト
チ
ー
ム
員
に
加
わ
り
、
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
１
回
、
自
治
会
ご
と
に
『
ケ
ア
ネ
ッ
ト
活
動
ケ
ー
ス
検
討
会
』
が
開
催
さ

れ
、
自
治
会
長
と
地
域
福
祉
推
進
員
、
担
当
民
生
委
員
に
加
え
、
専
門
機
関
と
も
連
携
協

力
さ
れ
て
い
ま
す
。
出
席
者
が
お
互
い
の
活
動
を
積
極
的
に
話
し
合
い
、
対
象
者
の
現
状

や
新
た
な
要
支
援
者
を
把
握
し
、
支
援
に
つ
な
ぐ
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
川
さ
ん
は
「
地
域
振
興
会
長
や
自
治
会
長
さ
ん
方
を
は
じ
め
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
も
と
に
成
り
立
っ
て
お
り
、
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
地
域
福
祉
推
進

員
の
方
々
に
は
、 “

困
っ
た
と
き
は
お
互
い
さ
ま”

と
い
う
気
持
ち
で
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

住
民
一
人
ひ
と
り
に
で
き
る
こ
と
が
あ
り
、
我
が
こ
と
と
受
け
止
め
、
み
ん
な
で
楽
し
く

支
え
合
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。」
と
、
声
を
掛
け
合
っ
て
日
々
活
動
し
て

い
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

特 集

実
際
の
活
動
は
…
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ケ
ア
ネ
ッ
ト
活
動
意
見
交
換
会

　

射
水
市
社
協
で
は
、
各
地
区
社
協
で
の
日
ご
ろ
の

ケ
ア
ネ
ッ
ト
活
動
で
の
困
り
ご
と
な
ど
に
つ
い
て
、

年
に
数
回
意
見
交
換
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
26
日
に
開
催
し
た
意

見
交
換
会
で
は
活
発
な
意
見

が
出
さ
れ
、
今
後
の
ケ
ア

ネ
ッ
ト
活
動
の
普
及
の
た
め

に
改
善
す
べ
き
こ
と
を
整
理

す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ケ
ア
ネ
ッ
ト
活
動
の“

は
じ
め
の
一
歩”

　

今
回
ご
紹
介
し
た
方
々
が
共
通
し
て
話
さ
れ
た
こ
と
は
、

「
お
互
い
さ
ま
」
や
「
自
分
の
た
め
」
と
い
う
声
で
し
た
。

　

み
な
さ
ん
の
ほ
ん
の
少
し
の
や
さ
し
さ
で
、
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
人
が
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
ご
近
所
ど
う
し
、
お
互
い
に
気
に
か
け
合
う
こ

と
か
ら
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

ど
ん
な
活
動
な
の
？

　

支
援
を
必
要
と
す
る
方
や
チ
ー
ム

員
に
応
じ
て
、
で
き
る
範
囲
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。

●
見
守
り
・
声
か
け

●
話
し
相
手

●
ご
み
出
し　

な
ど

射
水
市
の

ケ
ア
ネ
ッ
ト
活
動
の
現
状

　

射
水
市
内
で
は
、
ケ
ア
ネ
ッ
ト

チ
ー
ム
は
230
チ
ー
ム
編
成
さ
れ
て
お

り
、
391
名
の
方
々
が
ケ
ア
ネ
ッ
ト

チ
ー
ム
員
と
し
て
活
動
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

支
援
対
象
者
の
多
く
は
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
で
あ
り
、
そ
の
支
援
内
容

は
、
主
に
「
見
守
り
・
声
か
け
」「
話

し
相
手
」
で
す
が
、
地
域
に
よ
っ
て

は
「
ご
み
出

し
」
や
「
草
む

し
り
」
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
支

援
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
の
認
知
症
高
齢
者
へ
の
ご
み
出
し
支
援

　

続
い
て
は
、
市
内
の
ケ
ア
ネ
ッ
ト
活
動
の
中
で
も
、
ご
み
出
し
支
援
の
活
動
割
合
が
高
い
、
太
閤
山
社
会
福
祉
協
議
会
の

取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
竹
内
千
春
さ
ん
に
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

活
動
の
き
っ
か
け
は
、
福
祉
専
門
職
か
ら
、
ゴ
ミ
出
し
に
困
っ
て
い
る
一
人
暮
ら
し
の
認
知
症
高
齢
者
の
相
談
を
受
け
た

こ
と
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
竹
内
さ
ん
は
「
民
生
委
員
に
な
っ
た
ば
か
り
で
不
安
で
し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
は
、
町
内
の
女
性
た
ち
と
３
人
で
ケ
ア
ネ
ッ
ト
チ
ー
ム
を
作
り
、
収
集
日
ご

と
に
分
担
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
し
た
そ
う
で
す
。
チ
ー
ム
員
同
士
、
お
互
い
に
家
庭
が

あ
る
た
め
、
「
ど
う
し
て
も
せ
ん
な
ん
と
思
わ
ん
よ
う
に
」
と
、
３
人
で
交
代
す
る
な
ど

無
理
せ
ず
活
動
で
き
る
方
法
を
、
よ
く
話
し
合
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

「
ご
み
出
し
支
援
は
、
チ
ー
ム
員
が
ご
み
集
積
所
へ
運
ぶ
こ
と
だ
け
が
目
的
で
は
な
い

の
で
す
。
燃
え
る
ご
み
の
袋
に
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
混
じ
っ
て
い
た
ら
、
本
人
に

伝
え
な
が
ら
、
自
分
で
仕
分
け
て
も
ら
う
。
本
人
が
で
き
る
こ
と
は
、
で
き
る
だ
け
や
っ

て
も
ら
い
な
が
ら
支
援
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
チ
ー
ム
員
の

私
た
ち
が
、
こ
れ
ま
で
ケ
ア
ネ
ッ
ト
活
動
を
継
続
で
き
た
秘
訣
は
、
自
分
に
で
き
る
お
手

伝
い
を“

自
分
の
た
め
に”

と
思
っ
て
や
っ
て
き
た
か
ら
。
チ
ー
ム
員
同
士
で
日
ご
ろ
か

ら
思
い
を
共
有
で
き
た
こ
と
が
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。」
と
竹
内
さ
ん
は
話
さ
れ

ま
し
た
。

ケ
ア
ネ
ッ
ト
活
動
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

地
域
福
祉
課　

☎
５
２
ー
５
１
９
０

※
文
中
の
数
値
は
す
べ
て
平
成
30
年
12
月
末
現
在
の
も
の
で
す
。
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地域の福
ち か ら

祉力
地区社会福祉協議会活動紹介 塚 原　地区社会福祉協議会

◆地区社会福祉協議会とは？
　略して「地区社協」とよばれ、市内には27の地区社協が組織されています。地域の「困ったなぁ」をご近所パワーや地
域の力でできることはないかを考え助け合いをしています。

▲ �米寿以上のご夫婦へのお祝い「これからも
ご健康で」花鉢贈呈

▲ ひな祭りの一人暮らし高齢者訪問

地区社協活動紹介

地区の特徴・歴史

地区社協からひとこと

　当地区社会福祉協議会では、射水市と市社協が実施して
いる『いのちのバトン※』の取り組みについて、対象者を
限定せず、各自治会単位で全世帯への普及を図っています。
　その背景には、民生委員・児童委員や自治会役員との意
見交換の中で、「家族同士でも、かかりつけ医や服薬内容は
詳しくわからない」という意見があり、家族全員の医療情
報を配置する方法を検討し、塚原地区独自の『緊急情報バ
トン』として、平成23年に寺塚原地区から導入しました。
導入開始に際し、専用容器や情報シートは地区社協で独自
作成しました。この取り組みは、各自治会役員の協力を得
て実施しており、毎年11月下旬に、各家庭に人数分の情報
シートを配布しています。この方法は、富山の売薬のシス
テムを引用しており、地区で定着しています。
　実際に救急搬送の現場に立ち会った際に、『緊急情報バト
ン』が配置されていたこともあり、この取り組みが活用さ
れて良かったと安堵しました。
　現在では、塚原地区の９自治会のうち５自治会（塚原地
区全体の約７割の世帯）に配置されており、まだ配置され
ていない世帯にも普及を図り、これからも地域のみなさん
とともに安心して生活できる地域を目指したいと考えてい
ます。

塚本　廣文
※いのちのバトン…�医療情報や緊急連絡先などの情報を専用容器に入れ冷蔵庫にて保管

し、救急時や日頃の見守りに活用する制度

　射水市西部に位置し、西側を一級河川の庄川に面し、北
側は高岡市牧野地区と隣接、東西に渡って国道８号が通っ
ています。地域には、塚原小学校や射水市民病院、衛生セ
ンター、福祉施設など
の生活に密着した施設
があります。
　また、農業が盛ん
で、庄川河川敷の肥沃
な土地と豊かな水で栽
培されたキャベツや白
ねぎは国の産地指定を
受けた名産です。

　地域振興会や各種団体と連携協力し、
住民一人ひとりが健康寿命を延ばすこと
を第一義にして励みましょう。

【会　長】
　塚本　廣文
【設立年月日】
　昭和35年2月12日
【人　口】
　3,124人（平成31年1月10日現在）
　　・世 帯 数　1,108世帯
　　・高齢者数（65歳以上）1,031人

高齢化率33.0％
　　・児 童 数（小学1～6年生）158人
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ALEGRIA

　この春から小学校に入学されたご家庭はもちろん、数年後に入学を迎えるご
家庭でも気になる、働き続けたいママの前に立ちはだかる「小１の壁」。何のこ
とかご存知ですか？
　小１の壁とは、一言でいうと、保育園時代よりも仕事と子育ての両立がしづ
らくなることです。小学生が通う放課後児童クラブ（学童保育）は保育園の延

長保育よりも運営時間が短いことが多く、また仕事では、時間短縮勤務が終了するケースも多く見ら
れます。このような時に、安心して仕事と育児を両立できるようファミサポに登録しませんか？
　何かあった時のセーフティネットはたくさんある方がより安心ですよ。
（※登録無料。ただし利用する際に利用料金が発生します。）

主なファミサポの援助内容
⃝学校の放課後や放課後児童クラブ後の預かり
⃝買物など外出の際の預かり
⃝保護者の病気や急用ができたときの預かり
⃝放課後児童クラブや習い事までの送迎　　など

　フラメンコを学びながら、その踊りや音楽を様々な年代
の方にも楽しんでいただけるように、活動しています。

◆ボランティアを始めたきっかけ
　2007年にスタジオを立ち上げ、その後病院や老人
ホームへの慰問を始めました。現在は保育園等へも訪問
し、踊りのほかメンバーの特技（手品など）も活かした
活動を行っています。

◆活動していてやりがいを感じるとき
　踊りに合わせて手を叩いたり、掛け声をかけて頂くなど、一緒に楽しんでもらえる時に喜び
を感じます。皆さんの笑顔が私達のパワーにもなっています。

◆最後にひとこと
　これからも華やかな踊りと音楽で、皆さんに笑顔をお届けします。一緒に楽しみましょう！

ボランティアグループ活動紹介

▲施設での活動のようす

代表　島田　純子

ファミサポ利用で 小１の壁 を乗り越えよう！

射水市ファミリーサポートセンター
　大島社会福祉センター２階
　射水市小島700番地１
　☎５２－７０８１
　E-mail：ifss@imizushakyo.jp

相談・問合せ先
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平成31年度　事業計画及び収支予算

重点
事業

収支
予算

１．地域づくり（みんなが参加する）
　　・地区社会福祉協議会の組織体制支援
　　　　ケアネット事業の充実

２．支援体制（みんなで見守る）
　　・相談体制の充実
　　　　生活困窮者自立支援事業の体制強化

３．連携強化（みんなでつながり支え合う）
　　・地域福祉講座の実施
　　　　福祉活動人材の発掘と養成
　　　　�福祉・介護・保健・医療関係専門職の相互連携強化と

包括的支援体制の構築

収入
216,074千円

支出
216,074千円

射水市・富山県社協からの
補助金・受託金

サービスを利用する人の
ために使うお金

地域とそこに暮らす人が
活動するために使うお金

法人を運営するお金

寄付金、会費、
積立金の取崩し

共同募金会からの配分金

事業を行って入るお金
　● 事業収入
　● 介護保険事業収入
　● 障害福祉サービス事業収入　など

その他のお金
　● 受取利息配当金収入
　● 負担金収入　　　　　　
　● 退職手当積立基金預け金取崩収入　など

57%
123,987千円

33%
71,315千円

38%
81,762千円

29%
62,997千円

19%
41,061千円

15%
31,910千円3%

5,624千円

6%
13,492千円

▲赤い羽根共同募金（街頭募金）

▲�災害救援ボランティア・ケアネット
合同研修会

6福祉いみず　2019.5



ば
ぬ
先
の
ア
ド
バ
イ
ス

外
出
は
心
身
の
癒
し

問
合
せ
先

射
水
市
大
島
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
５
１
ー
６
０
１
０　
／　

FAX
５
１
ー
６
０
１
１

転

＋
プラス

～
ケ
ア
マ
ネ
か
ら
の

お
役
立
ち
情
報
～

　
足
腰
の
痛
み
、
体
力
の
衰

え
、
身
体
の
障
が
い
、
付
き
添

い
の
方
の
都
合
、
こ
れ
ら
は
、

外
出
（
旅
行
）
を
制
限
し
て
し

ま
い
が
ち
で
す
。
そ
ん
な
外
出

が
困
難
な
方
が
「
コ
ン
サ
ー
ト

や
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
に
行
っ
て

き
た
」、
「
結
婚
式
に
出
席
し

た
」
と
い
う
話
を
さ
れ
る
と

き
、
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て

本
当
に
嬉
し
そ
う
で
、
話
を
聞

い
て
い
る
側
も
と
て
も
微
笑
ま

し
く
思
い
ま
す
。
外
出
は
心
身

の
癒
し
や
回
復
と
い
う
【
治
療

効
果
】
も
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
今
回
は
、
外
出
や
旅
行
に
ま

つ
わ
る
豆
知
識
を
お
伝
え
し
ま

す
。

　

日
中
ど
こ
に
も
行
く
場
所
が
な
く
、
何
を
す
る

で
も
な
く
時
間
を
持
て
余
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
は
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
や
百
歳
体
操
が

行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
参
加
し
て
み
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
趣
味
や
特
技
を
活
か
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
励
む
方
法
も
あ
り
ま

す
。
先
ず
は
、
社
協
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

サ
ロ
ン
や
百
歳
体
操
に
誘
わ
れ
た
け
ど
、
一
人

で
行
く
の
は
大
変

　

地
域
の
民
生
委
員
に
相
談
す
れ
ば
、
色
々
な
お

手
伝
い
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

怪
我
を
し
て
一
時
的
に
車
い
す
が
必
要
に
な
っ
た
け
ど
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

　

社
協
で
は
、
一
時
的
な
利
用
を
目
的
と
し
た
車
椅
子
の
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

車
椅
子
が
無
い
と
外
出
で
き
な
い
け
ど
、
親
戚
や
友
人
の
所
へ
行
き
た
い

　

車
椅
子
対
応
型
タ
ク
シ
ー
の
他
に
、
レ
ン
タ
カ
ー
に
も
福
祉
車
両
が
あ
り
ま
す
。

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
の
親
の
外
出
や
通
院
が
心
配

　

買
い
物
や
散
歩
、
通
院
な
ど
普
段
の
生
活
か
ら
習
い
事
や
慶
弔
時
の
付
添
い
、
入
退

院
の
お
手
伝
い
な
ど
を
頼
め
る
有
料
ヘ
ル
パ
ー
の
付
添
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

温
泉
宿
で
、
思
う
存
分
入
浴
を
楽
み
た
い

　

家
族
風
呂
の
あ
る
宿
や
、
車
椅
子
の
方
が
利

用
で
き
る
ト
イ
レ
や
洗
面
、
風
呂
、
ベ
ッ
ト

等
を
利
用
で
き
る
快
適
な
宿
も
あ
り
ま
す
。

　

電
車
、
飛
行
機
な
ど
を
利
用
し
て
旅
行
に
出

か
け
た
い

　

電
車
や
飛
行
機
を
利
用
す
る
と
き
は
、
安
全

に
外
出
す
る
た
め
、
利
用
し
た
い
交
通
機
関

の
「
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル
」
で
車
椅
子
の
移

動
や
乗
降
に
つ
い
て
相
談
・
ス
ロ
ー
プ
の
準

備
や
手
伝
い
の
お
願
い
な
ど
の
打
合
せ
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
ト
ラ
ベ
ル
ヘ
ル
パ
ー
や
障

が
い
者
・
高
齢
者
向
け
ツ

ア
ー
を
専
門
に
取
り
扱
う
旅

行
会
社
も
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
旅
行
を
お
考
え
の
際

は
、
日
常
生
活
と
旅
行
先
の

介
助
は
異
な
り
ま
す
の
で
、

旅
行
の
準
備
に
取
り
掛
か
る

前
に
先
ず
は
か
か
り
つ
け
医

に
必
ず
ご
相
談
下
さ
い
。

日
常
生
活
編

旅
行
編
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写真レポート

3月
14日
（木）

3月
16日
（土）

ふれあいサロン世話人研修会 ふれあいレクリエーション交流会
ふれあいサロン事業の説明や、富山短期大学の
田淵英一教授による“脳トレ”をテーマとした講
演会を開催しました。たくさんの脳トレ問題に
挑戦し、笑いあふれる研修会となりました。

民生委員・児童委員とは？

地域住民の立場にたって地域福
祉を担うボランティアです。

　民生委員・児童委員は、常に
住民の立場にたって生活上の心
配ごとや困りごとなどの相談に
応じ、広く社会福祉の増進に努
める方々です。また、子どもや
子育てに関する支援を専門に担
当する主任児童委員がおり、民
生委員・児童委員と連携しなが
ら活動しています。

何人いるのですか？

射水市では、現在218名（定数）
の民生委員・児童委員がみなさ
んの身近で活動しています。

　民生委員・児童委員の任期
は、３年で再任可能です。

どのような活動をしているのですか？

地域の見守り、地域住民の身近な相談相手、専門機関へのつ
なぎ役です。

　自らも地域住民の一員として、担当区域の高齢者や障がい
のある方の安否確認や見守り、子どもたちへの声かけなどを
行っています。医療や介護の悩み、妊娠や子育ての不安、失
業や経済的困窮による生活上の心配ごとなど、さまざまな相
談に応じます。相談内容に応じて必要な支援が受けられるよ
う、地域の専門機関とのつなぎ役になります。

障がいのある人も無い人も射水市に住む者同士
約100名が、簡単なスポーツゲーム（ユニカー
ル、スポーツ吹き矢、スカットボール）で一緒
に汗を流し、豊かな社会づくりのために交流を
深めました。

民生委員・児童委員です。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

A

A

A

● 民生委員・児童委員は、守秘義務があり相談内容の秘密は守られます。

＊自分の住んでいる地区の民生委員・児童委員を知るには？
　射水市社会福祉協議会ホームページ（http://www.imizushakyo.jp/）または、
　射水市役所ホームページ（http://www.city.imizu.toyama.jp）からも確認いただけます。

射水市社会福祉協議会 地域福祉課　☎５２－５１９０
射水市役所 地域福祉課　　　　　　☎５１－６６２５

問合せ先
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名　　称　呉西地区成年後見センター
場　　所　高岡市社会福祉協議会２階
　　　　　（高岡市清水町1－7－30）
　　　　　☎0766－92－0810
業務時間　午前8時30分～午後5時15分
　　　　　（土・日・祝日を除く）

時　　間　月～金曜日（年末年始、祝日を除く）　
　　　　　午前9時～午後５時
場　　所　大島社会福祉センター
問合せ先　射水市生活自立サポートセンター
　　　　　（地域福祉課内）
　　　　　☎52－7080

開設時間　午後１時30分～午後４時
相 談 員　民生委員・児童委員

ひとりで悩まず
一度ご相談ください

みんなのきもち　ありがとう
皆さまより福祉のためにご寄付いただいました。

お寄せいただいた浄財は、各種社会福祉事業に活用させていただきます。
（平成31年1月～3月）

【社会福祉事業】	 匿名	 10,000円
	 射水市ソフトテニス協会	 30,000円
	 匿名	 4,400円
	 射水市立放生津小学校　児童一同	 2,000円
【物 品 預 託】	 匿名	 米30kg
	 射水市立新湊中学校　生徒会
		  ミュージックベル　2セット
【善 意 銀 行】	 海老江東町青年団	 10,000円

▲新湊中学校
　アルミ缶回収活動収益金にて購入

会費納入のお願い
　社協は、住民が主体となる「誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり」に
むけて日々活動しています。この活動を支えてくださる貴重な財源の一つが、
市民の皆さんからの会費です。「福祉は、みんなで支えるもの」という趣旨か
ら、地域全体へ呼びかけを行っています。射水市の地域福祉活動推進にご理解
いただき、会費納入にご協力ください。

　成年後見制度に関
する相談や支援を一
貫して提供する「呉
西地区成年後見セン
ター」が平成31年４
月に開設されました。

※成年後見制度とは、認知症、障がいなどの理由で、自身
で判断することが難しい方が安心して生活できるよう法
律的に支援する仕組みのことです。

ご協力お願い
いたします

一般会費 市内に居住する方 一世帯につき　500円

賛助会費 団体・会社等
篤志家等

一口あたり　5,000円以上
一口あたり　2,000円以上

呉西地区成年後見センターの
開設のお知らせ

仕事や生活に困っている方の相談
（自立支援相談）

日常生活の心配ごと、悩みごとの相談
（心配ごと相談）

開設場所
開　設　日

問合せ先
５月 ６月 ７月 ８月

新湊交流会館 16日 ６日 ４日 １日 新湊支所
☎82－845020日 18日

大島社会福祉
センター

７日 ４日 ２日 ６日 地域福祉課
☎52－519021日 18日 16日 20日

相談無
料
秘密厳

守
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　 ５ 月 １ 日
か ら 新 元 号

となり、令和元年の始まりです。前
日までは平成31年度でした。最近で
は、日常生活の中で西暦表記の使用
も増えてきましたが、やはり日本独
自の年号を用いた暦である和暦（邦
暦）の表記がしっくりくる方も多い
のではないでしょうか。
　昭和から平成への変更時も新元号
に慣れるまで少々時間がかかった方
もいらしたことと思いますので、今
回も30年慣れ親しんだ平成からの変
更は同じように少々時間を取られる
かもしれませんね。

次号▶No.55　令和元年.8月発行

クイズに答えて正解者の中から抽選でプレゼント！
○の中に言葉を入れてください。

選でププレレゼゼンントト！！

今回のプレゼント

図書カード
500円分！

名様に
プレゼント

5
プレゼントクイズ

地域総合福祉推進事業の通称は何でしょうか？

〒939－0274　射水市小島700番地1　
（福）射水市社会福祉協議会「福祉いみず　プレゼントクイズ係」
FAX　0766－52－6190
令和元年６月２日（日）必着
※当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。

ハガキ、又はFAXにクイズの答え、郵便番号、住所、電話番
号、氏名、年齢、性別、本誌の感想（良かったコーナー、改
善点など）、その他ご意見などを記載し下記まで。

「○○○○○活動」
（ヒントは特集P2　『おたがいさま』のまちづくりへ　にあります）

クイズ

あ て 先

応募締切

編 後集 記

ボランティア活動保険
ボランティア活動中のケガや賠償責任を補償します。
もしもの時に備えて、ご加入をおすすめしています。

主な補償内容

活動中、転んで怪我をして
通院したとき…など

※�活動場所と自宅との往復途上の事故も補償されるため、居住地のボランティア
センターでご加入ください。
※補償期間は手続き日の翌日から2020年3月31日まで

活動中、借りているものを誤って
壊してしまったとき…など

射水市ボランティアセンター	 （射水市小島700番地１）	 ☎５２－５１９０
新湊ボランティアステーション	（射水市三日曽根９番18号）	 ☎８２－８４５０

問合せ・申込先

1 ケガの補償 2 賠償責任の補償

プラン
タイプ　　　 Aプラン Bプラン

基本タイプ 350円 510円
天災タイプ（基本タイプ＋地震・噴火・津波） 500円 710円

地震災害による復興支
援ボランティアの場合
は、活動中の余震によ
る災害危険が想定され
るため、天災タイプの
加入をおすすめしてい
ます。
風水害などが原因でケガを
した場合は基本タイプでも
補償されます。
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